
1 森の自然の現状調査 20 2 学校教育と連携 14 3 マナーの呼びかけ 13 3 案内地図・表示の工夫など 13

5 竹やぶの整備 12 6 手入れ・人工物は最低限に 11 7 森を守るパトロール 10 8 トイレの増設 9

8 駐車場を（もう少し）拡大する 9 10 緑地の位置づけを決める 8 10 古い看板などの撤去 8 10 ベンチの増設 8

10 歴史文化遺産として保存 8 10 土日以外も駐車可能に 8 15 都市計画変更手続きを早く 7 15 犬の散歩禁止 7

17 散策路面を整備 6 17 「障がい者」への配慮 6 19 「道路施設」は記念碑に 5 19 ネイチャーセンター設置 5

21 市民への説明会 4 21 関係者の話し合い・学び合い 4 21 解説掲示板をつくる 4 21 人工林の間伐 4

21 現状のまま何もしない方が良い 4 26 昔の景観の再現 3 26 キャンプ場は反対 3 28 森の利用の現状調査 2

28 案内人の配置 2 28 常勤の職員を配置 2 28 車は控えて公共交通機関利用で 2 28 散策路外へ踏込み制限 2

28 産直市場 2 28 オアシスの森活動の見直し 2 35 ヒメボタルの保全 1 35 ジョギング（ランニング）禁止 1

35 市民農園 1 35 区域に分け、それぞれ検討 1 231
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10年、20年の単位の長い目で緑地を育てていく気持ちが大事と思います。　人工物は最低限にして頂きたい。

多くの人が森に親しんで欲しいと思うが、ゴミや荒らされたりするので、たくさんの人が来ない方がいいと思ったりします。　（中略）なかなかむずかしいものですね。

結論が出せない良くわからないことには安易に手を出さない。　自然は人知を超えて存在してきた。　人はいつも謙虚でありたいと思います。　相生山で学んだことです。

14
相生山は大部、人の手が入ってしまっていますが、今後は自然の遷移に任せて、人間が手を加えることは最小限にするべき。　（中略）町の近くにあって、誰でも行ける
この上なく大切な森です。（後略）

私が生まれ育った相生山、全国にも名の知れたホタルの生息地。　後世にも必ず残していかなければならないと思います。

「世界のAIOIYAMA」にするならば、（中略）人口密度が高い都市内にあって、相生山に親しむ人が多いことをアピールすること。

天白区・緑区のみならず名古屋市民にとっても貴重な緑地は絶対存続すべき場所。　耕作放棄地を従来の林に戻すことも考えて戴きたいと存じます。

（前略）森の維持のあり方は生き物の保全主体で考えて欲しいと思います。（中略）これからの森の管理の是非は、生物の保全に的を絞って欲しいです。

「障がい者」の配慮は必要と思いますが、この自然をなるべく傷つけないようにするには、どうしたらいいのでしょう。

散策路の人工的整備のし過ぎは考えもの。今の自然的なものをいかに生かすか。

中止になった既設道路部分を駐車場にする。

道を途中までにした時の色々な物を片づける。　人工的に手を加えない緑地にしてほしい。

あまり手を入れて欲しくありません。　（中略）勝手に歩いて道をあちこちに造ってしまっているのは困ります。　ゆっくり散策出来るよう、ベンチを少しだけ増やして欲しい。

なるべく自然の姿を維持してほしい。　どこまで人の手を入れるべきかがよくわからない。　放っておけばいいのかどうか？

緑地の規模が小さいので限界があるが、極力現状を維持する。　公園としての整備は最小限、（中略）自然らしさが見られるのが真の価値とする。

6
相生山では様々な考えの人が、（中略）バラバラに行動していて自分たちの考えに固執しているように見受けられます。　話し合い・勉強会の機会を何度も設けて、
何が相生山にとって・自然にとって良いことなのか、それぞれが振り返って気づくようになれば良いなと思います。

方向オンチなので地図か案内板を増やして欲しい。

　　　　相生山緑地にかかわる名古屋市への提案に向けてのアンケート回答まとめ　　　　　第一次集約　　2016.6.12～30　　　　　回答者41人　　　　　

　　選択項目合計（重複制限なし）

　記述意見　　（原文ママを原則としましたが、長文のものは一部を割愛し、主旨部分を掲載したものもあります）

簡易舗装などしないで。　キレイすぎる公園にしないで。

（前略）市民共有の貴重な財産なのだということを、大人も含め子どもたちに伝えるきっかけとなるプログラム・機会が様々な形であると良いのではないかと思います。

都市の住民に、自然を知る場を保持する。


